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微粒子のワックス成分配合で即時に 

肌表面と内部をハリ感で支えられるアイクリーム処方を確立 

髪・皮膚の表面に使用していた成分を皮膚の内側に 

株式会社ナリス化粧品（代表者：村岡弘義 本社：大阪市福島区）は、これまでの当社のアイクリームには使用してこなかっ

たワックス系の成分を微粒子化して配合することにより、肌表面と内部をハリ感で支えられるアイクリームの処方を確立しましたので

以下にその内容をまとめます。 

【目元ケアの現状と当社の研究】  

目元周辺の皮膚は身体全体の皮膚の中でも特に薄いと言われています。そ

のため日々のまばたきに加えて、近年のスマホや PC の長時間使用による筋肉

の酷使、さらには加齢も重なることで目元の老化が急激に進んでいると考えら

れます。また、アイメイクだけではなく、まつ毛エクステやつけまつ毛、カラーコンタ

クトの使用なども目元への負担を増やす要因となるため、目元のたるみ・シワ・

クマといった悩みは中年期以降の人だけでなく、もはや若年層にとっても身近

な問題となっています。このような背景から、当社では目元のケアアイテムであ

るアイクリームにおいて、通常のクリームとは異なるアプローチが必要であると考

え、目元のたるみやシワ・クマをケアするためには、皮膚の表面にはピンと張るよ

うなハリ感を与え、肌の内側はふっくらとした潤いで満たす独自のテクスチャーが

必要であるという結論に至りました。 

【新発想 口紅やヘアワックスに使われるワックス成分を皮膚の内側に】 

一般的なスキンケアアイテムは、肌を柔らかくすることで潤いを抱え込み、ふっくらとした

ハリ感や透明感を高めるものが主流です。しかし、今回の研究の出発点は、肌を柔ら

かくするのではなく、あえて硬くすることでした。肌をしっかりと支えてたるみのない状態を

目指す中で着目したのが、これまで当社のスキンケア品には配合したことのない硬いワ

ックス成分でした。この成分は本来、成型や形状維持を目的として、固形の口紅やヘ

アワックスなどに使うことがほとんどでした。そのため、研究当初はワックス成分をクリーム

に配合しただけでは、アイクリームの容器として使用する細口のチューブの口元から出し

づらいほど硬くなってしまい、皮膚の表面に強い膜感が残るだけで、肌への浸透感は

得られませんでし

た。この課題を解決すべく研究を重

ねた結果、ワックスを微粒子化することでワックスの浸透性が

向上し、肌の内側からしっかりとしたふっくら感を生み出すことが

可能になりました。さらに肌表面に対しては、微粒子化したワ

ックスとの相性の良い「皮膜形成剤」を配合。肌の表面にピンとし

たハリ感を出すことで、内と外の両面側からハリを感じるアイクリーム

の処方化に成功しました。この処方について複数のパネラーによる

4 週間の塗布試験を行ったところ、継続使用による効果だけでな

く、塗布直後の即時的な変化も確認できました。つけた瞬間と使い続けるほどの実感の両方で顕著

な効果が期待できます。 
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